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のごったのごったの鵜ごった

8月3佃（木）、総合運動公園町民の森に相撲場が完成し、厳粛な落成式が行わ

れました。この相撲場は、わく組みにス半、マヅ　レイマツを使い、屋根（二は銅

板を敷きつめ、約5カ月の工事期間を要して完成したものです。また、県下有数
の相撲場との高い評価を得ており、9月3日（日）には、きっそく第32回県民体育

大会、相撲大会が開催されました。地元の遠賀郡代表チームは入賞はのかしたも
のの個人の部では、河原さんが4位と健闘しました。屋根に緑青が生じ風格がで

てくる頃には、ひょっとすると我が町出身の力士が誕生するかもしれませんね。 完成した相撲場
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戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給

福
祉
課
福
祉
係

昭
和
四
十
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
し
、
国
と
し

て
あ
ら
た
め
て
弔
慰
の
憲
を
表
す
る
た

め
に
支
給
さ
れ
ろ
も
の
で
す
。
本
年
度

に
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
た
遺
族
（
戦
没
者

な
ど
の
妻
、
父
母
な
ど
）
が
失
権
し
た

場
合
に
残
さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

と
し
て
額
面
十
八
万
円
、
六
年
償
還
、

無
利
子
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金
（
額
面

三
十
万
円
、
十
年
償
還
）
の
支
給
の
対

象
と
な
っ
た
遺
族
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん。●
支
鈴
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
を
う
け
ろ
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
次
に
記
載
さ
れ
た
戦
没
者
死

亡
当
時
の
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序
に

従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
一
人
で
す
。

㈲
　
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰

金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
を
受
け
た
人

㈲
　
戦
没
者
の
子

㈲
　
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た

①
父
母
、
⑧
孫
、
⑧
祖
父
母
、
④

兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
、
養
子
縁
組
に

よ
り
平
成
元
年
四
月
一
日
現
在
、

氏
が
変
っ
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

せん。）

㈲
　
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
か
っ
た

か
ま
た
は
右
記
㈲
に
該
当
し
な
か

っ
た
①
父
母
、
⑧
孫
、
⑧
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

㈹
　
右
記
㈲
お
よ
び
㈲
以
外
の
三
親
等

肉
親
族
（
戦
没
者
死
亡
ま
で
引
き

続
い
て
一
年
以
上
生
計
を
共
に
し

て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。
）

●
請
求
の
期
限

請
求
の
期
限
は
、
平
成
四
年
六

月
二
十
七
日
で
す
。
期
限
ま
で
に

請
求
し
ま
せ
ん
と
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ

い。

●
受
付
窓
口

福
祉
課
福
祉
係

㊧
（
2
9
3
）
1
2
3
4

●
会
場
　
芦
屋
中
央
公
民
館

（
受
付
は
日
時
0
0
分
ま
で
）

●
持
参
晶
　
戦
傷
病
者
手
帳
、
印
鑑

●
群
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
へ

＄

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

福
岡
県
立
粕
屋
新
光
園
の

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

県
立
粕
屋
新
光
園

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん

巡
回
相
談
が
あ
り
ま
す
。

遠
賀
福
祉
事
務
所

戦
傷
病
者
補
装
具
の

支
給
・
修
理
の
巡
回
相
談

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
人
を
対
象

に
暮
ら
し
の
こ
と
や
年
金
、
就
職
、
禰

装
具
、
日
常
生
活
用
具
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
態
お
よ
び
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
補
装
具
に
つ
い
て
と
相
談

に
来
ら
れ
る
人
は
、
今
お
持
ち
の
補
装

具
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
目
時
　
0
0
月
1
3
日
（
金
）

1
0
時
～
1
4
時
頃

●
会
場
　
芦
屋
中
央
公
民
館

●
縦
軸
に
つ
い
て
は

福
岡
県
遠
賀
福
祉
蜜
諺
所

社
会
係
身
体
障
害
者
福
祉
担
当

八
賭
西
区
則
松
3
丁
目
7
－
1

館

（

6

0

1

）

2

1

2

1

●
対
象
　
1
8
歳
未
満
の
肢
体
不
自
由
児

幼
弱
中
枢
協
調
障
害
児

●
内
容
・
掠
育
相
談

・
医
旗
訓
練
の
要
否

・
治
療
施
設
の
相
談
、
紹
介

・
訓
練
方
法
の
指
導

●
目
時
　
1
0
月
1
3
日
（
金
）

0
0
時
～
1
5
時
（
受
付
は
1
4
時

0
0
分
ま
で
）

●
会
場
∴
苫
屋
中
央
公
民
館

●
詳
細
に
つ
い
て
は

県
立
粕
屋
新
光
国
へ

＄

0

9

2

（

9

6

2

）

2

2

3

1

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
消
費
生
活
に
関
し
て
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

。
添
田
a
ぢ
子
（
2
9
3
）
3
5
3
6

遠
賀
町
松
の
本
八
四
一
－
二

〇
工
藤
久
美
子
（
2
9
3
）
2
7
3
2

遠
賀
町
東
和
苑
十
九
組
三
－
五

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
ぞ
ん
じ
で
す
か

消
費
生
活
相
談
員
制
度

福
岡
県
民
生
部
援
護
課

●
対
象
　
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
は
ば
3
款

痘
以
上
の
障
害
で
、
補
装
具

の
装
着
を
必
要
と
す
る
人
。

●
日
時
　
同
月
1
3
日
（
金
）

1
0
時
～
1
5
時

最
近
の
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
な
ど
の

進
展
に
伴
い
、
消
費
者
問
題
も
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
福
岡
県
で
は
、
消
費
者
保
護
の
充
実

を
図
る
た
め
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
て
お
ら
れ
る
婦
人
の
人
に
、
消
賞
生

活
相
談
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
消
費

者
か
ら
の
消
費
生
活
相
談
（
苦
情
）
に

応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
遠
賀
町

に
お
い
て
も
二
人
の
消
費
生
活
相
談
員

が
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
契
約
に
関
す
る

通
産
省
で
は
、
十
月
一
日
現
在
で
、

商
業
統
計
調
査
（
一
般
飲
食
店
）
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
三
年
に
一
回
行
な
わ

れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商
業
お
よ
び

商
品
流
通
の
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る

た
め
、
全
国
の
一
般
飲
食
店
を
営
ん
で

い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
と
し
ま

す。
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
が
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
作
成
し

た
り
、
施
策
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

個
々
の
商
店
が
経
営
方
針
を
た
て
る
う

え
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
九
月
下
旬
か
ら
商
店
を
訪
問

し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て

回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
な
い
ま
す

提
出
さ
れ
た
調
査
票
の
内
容
は
、
統

計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ

さい。



新町佐藤春子さんの作品

バイクに必ず

自賠責保険（共済）
酬憫捌胸幅日嗣園田

●小さなパイクだからといって、油断は

禁物。パイクの起こす人身事故も軽視は
できません。無保険（無共済）で死傷事故
でも起こしたら、それこそ大変です。
●バイクにも自賠責保険（共済）への加入

が法律で義務づけられています。無保険
（無共済）で走ると、6カ月以下の懲役ま
たは5万円以下の罰金、さらに違反点数
6点となり、免停処分となります。
●パイクには車検制度がないこともあっ

て、自賠責保険（共済）の継続契約をつい
忘れがちです。もし、契約切れになって
いたら、もよりの損害保険会社、代理店
（バイク店・自転車店など）、農協へとうそ∴／′

保険粗は、3年契約がわずか14．500円と

お得です。
忘れるな　事故のこわさと自賠責

●自賠青保険料（共済掛剣は、長期契約雌会得になりまも

（ニ巫重り（謹霧、雪）

人　　口　　17．045人（＋26）

男　　　　　8．090人（＋4）

女　　　　　8．955人（＋22）

世帯数　　　4、937戸（＋17）

転　　入　76人　　転　出　55人

出　　生　9人　　死　亡　4人

（）内は前月比

（3）

福
岡
県
特
殊
教
育
講
演
会

に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

を
の
は
す
」
糞
護
学
校
編

・
講
　
演
　
　
「
心
身
障
害
児
の
発
達

と
教
育
」
　
福
岡
教
育
大
学
教
授

昇
地
勝
人
氏

●
対
象
　
心
身
障
害
児
の
保
護
者
、
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど

の
職
員
、
地
域
住
民

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

m
月
2
日
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

こ
の
講
演
会
は
、
心
身
障
害
児
の
保

護
者
や
地
域
社
会
の
人
々
に
対
し
て
、

特
殊
教
育
の
意
義
と
そ
の
成
果
な
ど
の

正
し
い
理
解
と
認
識
を
高
め
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。

●
期
　
日
　
　
1
0
月
0
0
日
（
月
）

●
会
　
場
　
　
福
岡
県
福
岡
東
総
合
庁

舎
大
会
議
室
（
5
階
）

宙

0

9

2

（

4

7

3

）

8

3

1

1

●
日
　
程
　
　
午
後
1
時
～
4
時
4
0
分

・
映
　
画
　
　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力

危
険
物
取
扱
者
試
験

お
よ
び
準
備
講
習
会

遠
賀
那
消
防
本
部
同
月

1
日
～
1
0
月
節
目

受
験
頭
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

－
準
備
競
習
会
I

●
鱒
習
目
　
　
n
月
館
日
（
火
）

●
蘭
留
揚
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

●
受
付
場
所
お
よ
び
期
間

遠
賀
郡
消
防
本
部
m
月

1
日
～
日
月
針
目

●
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

1

歴
史
散
歩
宗
像
郡
を

見
お
ろ
す
古
城
を
訪
ね
て

遠
賀
ち
ぎ
り
絵
会
の

作
品
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遠
賀
郡
消
防
本
部

－
危
険
勅
願
扱
者
試
験
－

●
試
験
日
　
　
1
2
月
1
0
日
（
日
）

●
試
験
麓
麺
　
申
請
、
乙
種
（
第
4
類

～
6
類
）
お
よ
び
丙
種

●
試
験
会
場
　
北
九
州
大
学

●
受
付
場
所
お
よ
び
受
付
期
間

●
目
　
時
　
　
9
月
5
0
日
（
土
）
　
午

前
9
時
～

●
集
合
場
所
　
遠
賀
川
駅

●
行
　
程
∴
遠
賀
川
駅
↓
（
I
R
）
↓
教

育
大
前
駅
－
（
バ
ス
）
－
許

斐
山
－
（
徒
歩
）
↓
宗
像
ユ

リ
ッ
ク
ス
ー
（
バ
ス
）
↓
赤

間
駅
－
（
J
R
）
－
遠
賀
川
駅

●
そ
の
他
　
　
交
通
費
（
往
復
千
円
）

昼
食
は
各
自
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
申
し
込
み
は
不
用
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
が
、
登

坂
の
た
め
足
元
は
軽
装
で
来
て
く
だ
さ

い
。
徒
歩
の
距
離
は
約
6
額
で
す
。
ま

た
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

●
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

郷
土
文
化
研
究
会

水
口
ま
で
㊥
（
2
9
3
）
1
5
3
9

●
期
　
間

9
月
1
日
（
金
）

～
1
0
月
3
1
日
（
火
）

●
場
　
所
　
　
中
央
公
民
館
展
示
室

●
問
い
合
わ
せ
先代

表
者
　
八
木
　
岸
子

館
（
2
9
3
）
1
3
8
0



金　　容所周

総合検診を受けられた人には、約1カ

月後に結果が郵送されますが、2カ月を

たっても結果が送られてこない場合は、

役場保健衛生係まで連絡してください。
また、結果の示す愚昧は次のとおりで

す。
●正棺・異常なし…今後も健康に注意し

年に一度は検診を受けましょう

●経過観察・・・治療の必要はありませんが

2－3カ月後に検査を受けて様子をみて

ください。

●要再（精）検・・・必ずしも病気であると

は限りませんが、疑わしいところがある

ので、もう少し詳しく検査を受け画して

ください。

●要受診・i・異常と思われるところがある

ので、早めに受診し、医師の指示を受け

てください。

●夏医療…早期に受診し、治療を受けて

ください。

役場保健衛生係　㊨（093）1234
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